
庁内アンケート（実施期間：令和元年7月30日～8月9日）及びヒアリング結果

実施中　　　 ：10課
未実施・未定：5課

課名 回答内容 施策 実施内容

企画政策課 未実施 自転車の共同利用
近隣９市とシェアサイクルの実施に関する広域連携について協議を行っている。すでに一部の自治体
ではシェアサイクルを導入済みだが、９市全体で足並みを揃えるまでは至っていない。平成30年度は
各市による２度の意見交換会を実施。今後も引き続き情報交換を行うこととなった。

防災課

実施中 災害時における自転車活用の推進

一次避難所運営マニュアルに、施設の利用方法として駐輪場の位置を記載している避難所もあり、マ
ニュアル更新の際は避難所運営支援事業における避難所運営連絡会において検討している。
　災害時における救援・応急活動等を行うにあたり国営昭和記念公園内において保有するレンタサイク
ル用自転車の提供を受けることになっている。

ヒアリング（10月15日）
一次避難所運営マニュアルへの駐輪場位置の記載は、施策とは言えず、継続性もない。
立川市で実施しているレンタサイクル(T-BIKE)との連携等を検討したらどうか。また、他市計画の記載
内容で参考になるものがあれば教えてほしい。

生活安全課 実施中 保険などの加入義務を促進させる取組の推進

「ちょこっと共済」・・・東京都39全市町村が共同実施する公的な交通災害共済
交通災害により死傷し、医療機関で治療を受けた場合に、見舞金を支払う共済システム
加入は市役所本庁舎、窓口サービスセンター、4つの連絡所に加え、市内の指定金融機関（会費の支
払いがある場合に限る）にて受付を行っている

地域文化課

実施中 民間と協力した自転車利用の促進
サイクル・ステーション事業をたちかわ創造舎の事業の柱の１つとし、サイクリングスクールやサイクル
スポーツ団体の支援などを行っている。

ヒアリング(10月18日)

サイクル・ステーション事業については、今後も継続されるかどうかは、次回の事業者選定による。
現在たちかわ創造舎では、外部団体からの提案を受け、事業(施策)のコーディネート、広報協力(チラ
シ作成、プレスリリース)、施設の提供(荷物の預かり、シャワー等)の役割を行っている。また、定期的に
たまライド(ビギナー向けのロングライド)、たちかわサイクリングゲームス(単なる講習ではなく、楽しみ
を加えた事業)等を行っており、どちらも外部団体が主催している。

スポーツ振興課 未定 民間と協力した自転車利用の促進

高齢福祉課

未実施 交通安全・マナー
自転車に関する施策の実施については、実施する可能性はあるが、時期は未定である。
高齢ドライバーの自動車事故などを受けて、高齢者向けの安全教育を令和元年９月２７日に実施。

ヒアリング(11月7日)

9/27実施の安全教育の参加者数は120名。今回のイベントは今年度の単発実施のため、具体的な施
策として計画への記載はできない。また、立川市高齢者福祉介護計画に交通安全に関する取り組みの
記載があるが、これまで実績無し。
活用推進計画には、イベント等での広報・啓発及び、外部団体との連携施策の検討について触れる。
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健康推進課 ヒアリング(9月3日)

　たちかわ健康ポイント事業において、自転車に関するイベントをポイント加算対象とすることは可能で
ある。これまで他課主催のイベントを加算対象とした事例はないが、健康推進課が主催するイベントを
加算対象にしたところ、参加者の構成が高齢者から30～50代に変化し、ポピュレーションアプローチと
しては一定の効果が出ているという実感がある。しかし、例えば単なる自転車マナーに関する講習を加
算対象とすることは難しい。健康づくりに関連した要素が必要となる。個別具体的にイベント内容を精
査し、対象にすることの可否を検討する。
　また、健康ポイント事業参加者専用WEBページ内で、健康推進課作成のウォーキングマップの公開を
始めとした情報提供を行っている。そのような広報啓発を行う余地はある。相互に情報交換を行い、自
転車事業と健康づくり事業の広報啓発について協力し合うこととしたい。

道路課 実施中 まちづくりと連携した総合的な取組の実施 警察要望によりＨ３０年度にゾーン３０路面表示の実施を行なった。

事業課

実施中 競輪場における自転車利用の啓発 自転車に乗れない小学生のための自転車教室を実施し、自転車利用を啓発している。

実施中 競輪場における自転車利用の啓発
競輪選手とのふれあいを通して、競輪場への来場促進や自転車競技への興味喚起へつなげるととも
に、自転車利用の啓発のために、地域イベントへＰＲブースを出店している。（よいと祭り、子育て教育
フェア等）

実施中 競輪場における自転車利用の啓発
自転車競技の元オリンピック選手による市民自転車教室や、自転車競技連盟主催の競技会実施の際
に、施設（バンク・トレーニングルーム等）の貸し出しを行っている。

実施中 民間と協力した自転車利用の促進

立川プロスポーツ連絡会に選手会立川地区が加盟したことにより、競技団体間での交流や合同イベン
トを通して、競輪場への来場促進や自転車競技への興味喚起へつなげるとともに、自転車利用を啓発
している。（伊勢丹における夏休みスポーツイベント、ららぽーと立川立飛におけるプロスポーツＰＲイ
ベント）

実施中 民間と協力した自転車利用の促進
公益財団法人ＪＫＡとの協力により、ららぽーと立川立飛におけるガールズケイリンＰＲイベントを実施
し、競輪場への来場促進や自転車競技への興味喚起へつなげるとともに、自転車利用を啓発している
。

実施中 民間と協力した自転車利用の促進
たちかわ創造舎が実施している「たちかわポタリング」と連携し、ルートの中に競輪場を組み入れること
で、参加者に競輪場の魅力（バンクや選手との交流等）を感じてもらい、競輪場への来場促進や自転
車競技への興味喚起へつなげるとともに、自転車利用を啓発している。

ヒアリング(9月12日)

　市が主体となって実施している事業(自転車教室、学生向けの練習スペースとしての開放、感謝祭)に
ついては、「スポーツ施設を活用したイベント等の開催」という文言で活用推進計画内に記載する。
　健康ポイントとのタイアップや高齢者向けの自転車イベントの開催、あけぼの運動広場を活用した安
全利用イベント(スケアードストレート)等、新たな施策を行う余地はあるため、今後協議を重ねる。
　現状分析や効果検証を行う際には、市民満足度調査のデータではなく、実施しているイベントの数や
参加者数を用いる。

学務課 実施中 学校における交通安全教育の推進
通学路合同点検の実施（３年サイクルで全１９校を点検。立川警察署、道路管理者、学校、保護者等が
参加）

生涯学習推進センター 未実施 交通安全・マナー


